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経
営
学
部
・
山
崎
泰
央
准

教
授
の
ゼ
ミ
生
４
人
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
１１
月
３０
日
、
北

海
道
札
幌
市
の
北
海
道
経
済

産
業
局
札
幌
第
１
合
同
庁
舎

で
開
催
さ
れ
た
「
社
会
人
基

礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０

１
３
」
（
日
本
経
済
新
聞
社

主
催
、
経
済
産
業
省
共
催
）

の
北
海
道
・
東
北
地
区
大
会

に
出
場
し
、
準
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

出
場
し
た
の
は
、
佐
藤
夏

実
さ
ん（
経
営
３
・
福
島
県
福

島
南
高
）
、
田
村
翔
平
さ
ん

（
経
営
３
・
宮
城
県
仙
台
育
英

あ
き

こ

学
園
高
）
、
大
畑
普
子
さ
ん

（
経
営
２
・
福
島
県
相
馬
高
）、

よ
し
も
り

高
橋
慶
守
さ
ん
（
経
営
２
・

宮
城
県
伊
具
高
）の
４
人
。

同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
経
済

産
業
省
が
提
言
す
る
「
社
会

人
基
礎
力
」
が
大
学
の
授
業

・
活
動
を
通
じ
て
ど
れ
だ
け

成
長
し
た
か
を
競
う
大
会

で
、
今
年
で
６
回
目
。
全
国

６
地
区
で
行
わ
れ
、
優
秀
賞

８
チ
ー
ム
が
決
勝
大
会
に
進

出
す
る
。
今
回
は
全
国
９２
大

学
１
０
９
チ
ー
ム
が
参
加
。

山
崎
ゼ
ミ
は
昨
年
に
続
き
、

２
回
目
の
出
場
。

４
人
は
ゼ
ミ
で
実
施
し
た

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
供

向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動

を
ま
と
め
、
「
エ
ス
コ
ー
ト

ラ
ン
ナ
ー
ズ
～
石
巻
市
仮
設

住
宅
に
お
け
る
支
援
活
動

～
」
と
題
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を

行
っ
た
。
審
査
員
か
ら
は「
失

敗
か
ら
学
ぶ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
基

本
が
で
き
て
い
る
」
と
称
賛

を
受
け
、
「
前
に
踏
み
出
す

力
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
」
と

高
く
評
価
さ
れ
た
。

大
畑
さ
ん
は
「
ゼ
ミ
仲
間

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
石
巻
ふ
る

さ
と
復
興
協
議
会
の
方
の
助

言
、
坂
田
学
長
か
ら
指
導
い

た
だ
い
た
プ
レ
ゼ
ン
の
極
意

の
お
か
げ
で
良
い
発
表
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

観
光
学
を
学
ぶ
経
営
学
部

・
庄
子
真
岐
助
教
の
ゼ
ミ
生

（
荒
田
将
太
代
表
∥
経
営
３

・
熊
本
県
専
大
玉
名
高
）が
石

巻
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「D

o

T
a
n
k

み
や
ぎ
」
（
遠
藤
学

理
事
長
）
と
連
携
し
、
情
報

誌
「
石
巻
人
」を
創
刊
し
た
。

こ
の
雑
誌
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
２
年
を
迎
え
、
テ
レ

ビ
や
雑
誌
で
は
語
ら
れ
な

い
、
今
を
生
き
る「
石
巻
人
」

の
声
を
届
け
よ
う
と
、
遠
藤

理
事
長
が
企
画
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
連
携
し
て
「
石
巻
街
な
か

Ｍ
Ａ
Ｐ
」
（
本
紙
５
０
８
号

既
報
）
を
作
成
し
た
ば
か
り

の
庄
子
ゼ
ミ
が
協
力
し
た
。

市
民
目
線
で
震
災
を
伝
え
よ

う
と
、
創
刊
号
で
は
農
家
や

商
店
主
な
ど
、
石
巻
市
在
住

の
８
人
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
「
震
災
時
に
役
立
っ
た

も
の
は
？
」
「
今
、
困
っ
て

い
る
こ
と
は
？
」
「
復
興
へ

の
思
い
は
？
」
の
３
点
に
つ

い
て
答
え
て
も
ら
っ
た
。

た
い

し

伊
藤
大
志
さ
ん
（
経
営
３

・
山
形
県
新
庄
南
高
）
は「
震

災
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

今
、
改
め
て
震
災
の
大
変
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
多

く
の
方
に
情
報
発
信
し
て
い

き
た
い
」と
感
想
を
話
し
た
。

創
刊
号
は
Ａ
４
判
４
ペ
ー

ジ
で
、
「
復
興
に
向
け
て
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」
の
意

味
を
込
め
、
「v

o
l
.
0

」
と

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
。
５
０
０
０

部
が
石
巻
市
内
の
ほ
か
、
東

京
や
名
古
屋
な
ど
で
無
料
配

布
さ
れ
る
。
ま
た
、
３
月
に

は
雄
勝
、
牡
鹿
地
区
の
地
図

や
店
舗
情
報
を
掲
載
し
た

「v
o
l
.
1

」
が
発
行
さ
れ
る

予
定
。

２０１２年度（平２４）の学位記授

与式（卒業式）は次の通りです。

●学位記授与式
（学部・大学院）

日 時…３月２０日（水）

１０時３０分開式

会 場…本学体育館

●卒業を祝う会
（同窓会・育友会共催）

日 時…同日１４時（予定）

会 場…石巻グランドホテル

（石巻市千石町２-１０）

※式終了後、卒業生の旅立ち

を祝う「卒業を祝う会」を開催

します。各種飲食物も用意。移

動にはバスをご利用ください。

本
学
で
は
３
年
次
生
を
対

象
と
し
た
就
職
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
多
数
開
講
さ
れ
て
い

る
。２

月
１
日
に
は
石
巻
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
本
学
主
催
の

「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
企
業
と
大
学
の
相
談
会
）
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
本

学
学
生
の
み
を
対
象
に
、
採

用
計
画
や
企
業
が
求
め
る
人

材
な
ど
の
情
報
を
直
接
聞
く

こ
と
の
で
き
る
機
会
と
し
て

企
画
。
当
日
は
企
業
４４
社
、

学
生
１
８
０
人
が
参
加
。
学

生
た
ち
は
真

剣
な
面
持
ち

で
、
熱
心
に

メ
モ
を
と
っ

て
い
た
。

こ
の
ガ
イ

ダ

ン

ス

は

５
、
６
日
に

は
仙
台
市
青

葉
区
の
仙
台

ア
エ
ル
で
も

開
催
さ
れ
、

２
日
間
で
企

業

１

２

９

社
、
学
生
約

４
０
０
人
が

参
加
し
た
。

進
路
支
援
係
で
は
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
。
随
時
行
わ
れ

る
「
学
内
企
業
説
明
会
」
に

加
え
、
２
月
に
開
催
さ
れ
る

の
は
▽
悩
み
解
決
！

エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
編
（
２
月
２１

日
、４
１
０
１
教
室
）▽
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
・
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト（
２
月

２２
日
、４
１
０
１
教
室
）▽
合

宿
型
就
職
面
接
セ
ミ
ナ
ー

（
２
月
２３
・
２４
日
、ホ
テ
ル
松

島
大
観
荘
）
▽
公
務
員
試
験

対
策
講
座
（
２
月
中
旬
、
４

１
０
４
教
室
）
―
―
な
ど
。

お
問
い
合
わ
せ
は
進
路
支
援

係
へ
。

文
部
科
学
省
の
「
平
成
２３

年
度
大
学
等
に
お
け
る
地
域

復
興
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
的

機
能
整
備
事
業
」
に
採
択
さ

れ
た
「
石
巻

専
修
大
学
に

お
け
る
復
興

共
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進

の
た
め
の
セ

ン
タ
ー
的
機

能

整

備

事

業
」
の
一
環

と
し
て
、
水

産
加
工
食
品

の
試
作
や
分

析
、
試
験
な

ど
に
活
用
さ

れ
る
各
機
器

が
２
号
館
の
分
析
セ
ン
タ
ー

に
導
入
さ
れ
た
。

導
入
さ
れ
た
の
は
真
空
包

装
機
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ（
高

圧
滅
菌
機
）
、
フ
ー
ド
カ
ッ

タ
ー
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
な
ど
１４
機

器
。こ

れ
ら
は
本
学
の
復
興
共

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、

「
被
災
地
域
の
水
産
業
及
び

水
産
加
工
業
支
援
（
試
作
・

試
験
）
」
事
業
に
活
用
し
、

被
災
企
業
の
復
興
に
役
立
て

て
い
く
。

１２
月
１９
、
２５
、
２６
日
に
は

教
職
員
、
設
置
業
者
、学
生
、

地
元
企
業
が
参
加
し
、
「
水

産
加
工
支
援
に
関
す
る
研
究

・
分
析
が
出
来
る
機
器
・
装

置
の
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
各
機
器
の
取

り
扱
い
を
学
び
、
専
門
家
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

１
月
１８
日
に
は
地
元
水
産

加
工
会
社
の
社
員
３
人
が
レ

ト
ル
ト
食
品
の
試
作
品
の
製

造
に
真
空
包
装
機
、
高
圧
滅

菌
機
を
活
用
し
た
。

こ
の
会
社
は
石
巻
市
に
あ

る
本
社
工
場
が
被
災
し
、
現

在
は
青
森
県
八
戸
市
の
工
場

に
代
替
生
産
を
委
託
中
で
、

４
月
の
操
業
再
開
に
向
け
、

意
欲
的
に
新
商
品
を
開
発
し

て
い
る
。

今
後
も
継
続
的
に
本
学
の

施
設
を
利
用
し
、
試
作
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

２
月
１
日
、
「
石
巻
専
修

大
学
と
圏
域
首
長
・
議
長
懇

談
会
」
（
主
催
∥
㈶
石
巻
地

域
高
等
教
育
事
業
団
）
が
本

学
で
開
か
れ
た
。
坂
田
隆
学

長
ら
本
学
幹
部
と
、
亀
山
紘

石
巻
市
長
、
阿
部
秀
保
東
松

島
市
長
ら
石
巻
圏
域
の
首
長

ら
約
３０
人
が
出
席
し
、
意
見

を
交
わ
し
た
。

本
学
か
ら
は
４
月
に
開
設

す
る
人
間
学
部
の
概
要
説
明

を
中
心
に
大
学
の
近
況
を
報

告
。
同
事
業
団
か
ら
は
２
０

１
５
年
に
開
校
す
る
石
巻
市

立
桜
坂
高
校
に
つ
い
て
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

圏
域
高
校
と
の

懇
談
会
も
開
催

１
月
２９
日
に
は
、
同
事
業

団
が
主
催
す
る
「
石
巻
専
修

大
学
と
圏
域
高
等
学
校
と
の

懇
談
会
」
が
本
学
で
催
さ
れ

た
。こ

れ
は
石
巻
圏
域
の
大
学

と
高
校
が
意
見
を
交
わ
し
、

教
育
文
化
の
振
興
に
つ
な
げ

よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
度
は
坂
田

学
長
と
各
校
の
校
長
ら
約
４０

人
が
出
席
。
新
学
部
で
あ
る

人
間
学
部
へ
の
関
心
が
高

く
、
教
育
内
容
や
展
望
に
つ

い
て
質
問
が
相
次
い
だ
。

◀

企
業
の
採
用
計
画
や
求
め
ら
れ
る

人
材
な
ど
の
情
報
を
真
剣
な
面
持

ち
で
メ
モ
を
と
る
学
生
た
ち

学位記授与式のご案内学位記授与式のご案内

２０１２年度

石巻の圏域首長と懇談会
人間学部の概要など説明

▲ 山崎省一理工学部教授が人間学部について

説明（圏域高等学校との懇談会で）

山崎ゼミが準優秀賞
「仮設住宅での支援活動」発表

「社会人基礎力育成グランプリ２０１３」

北海道・東北地区大会

▲ 坂田隆学長（左）に結果を報告（左から大畑さん、

高橋さん、田村さん、佐藤さん、山崎准教授）

就
職
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
発
に

「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催

企
業
説
明
会
、
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
も

復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

セ
ン
タ
ー
的
機
能
整
備
事
業
の
一
環

水
産
加
工
支
援
で
新
機
器
導
入

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携

情
報
誌
「
石
巻
人
」を
創
刊

▲ 機器の取り扱いを学んだ勉強会

庄子ゼミ

▶

創
刊
し
た
「
石
巻
人
」

第５０９号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１３年（平成２５年）２月１５日（９）


